
人件費（17.0％）

物件費（1０.１％）

補助費等（9.６％）

普通建設事業費（12.4％）

扶助費（1９.3％）

公債費（８.６％）

積立金（８.９％）

繰出金（９.６％）

歳入総額
142億8,253万円

歳出総額
138億2,196万円

一般会計一般会計

維
持
補
修
費

　（
３.０
％
）

貸
付
金（
1.5
％
）

（その他の内訳）（その他の内訳）

市　税
26億8,134万円

（18.8％）

その他
15億7,841万円

（1１％）

地方交付税
48億3,735万円

（33.9％）

県支出金
11億9,167万円

   （8.3％）
国庫支出金

２４億7,947万円
（1７.4％）

市 債
１１億633万円
（７.７％）

諸収入
3億８４５万円（２.２％）
繰入金
9,９５１万円（0.7％） 歳入

繰 越 金
分担金及び負担金
地方消費税交付金
地 方 譲 与 税
使用料及び手数料
地 方 特 例 交 付 金
法人事業税交付金
環境性能割交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
財 産 収 入
交通安全対策特別交付金
寄 附 金

4億8,637万円
1,395万円

５億3,426万円
1億6,605万円
1億 ８１３万円

8,３５５万円
4,378万円
1,410万円

２３５万円
1,474万円
1,705万円

９２１万円
２４０万円

8,248万円

歳出 衛生費
１０億２８６万円

（７.３％）
土木費

1３億５,３９０万円
（９.８％）

消防費　４億3,297万円（3.１％）

教育費
13億7,191万円

（9.9％）

公債費
22億6,740万円

（16.４％）

商工費　９億2,125万円（６.７％）

議会費　1億5,4８６万円（1.1％）

労働費
1億1,４１４万円

（0.８％）
農林水産業費
７億3,44５万円

（5.3％）

総務費
16億5,685万円
（12.0％）

民生費
38億1,122万円

（27.6％）

災害復旧費　15万円

財政公表

令
和
３
年
度
の
決
算
状
況

令
和
３
年
度
の
決
算
状
況

　
市
で
は
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
3
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

総　
括

　
令
和
３
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
１
４

２
億
８
２
５
３
万
円
、
歳
出
が
１
３
８
億
２
１
９
６
万
円

と
な
り
、
歳
入
で
11
・
３
％
の
減
、
歳
出
で
11
・
５
％
の

減（
前
年
度
比
＝
以
下
同
じ
）と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
歳

入
歳
出
の
差
引
き
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
財
源
２
８
８
８
万
円
を
引
い
た
４
億
３
１
６
９

万
円
が
実
質
的
な
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳　
入

　
市
税
は
、
１
・
８
％
減
の
26
億
８
１
３
４
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
個
人
市
民
税
で
は
、
納
税
義
務
者
数

が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
が
、
法

人
税
は
均
等
割
、法
人
税
割
と
も
に
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、
経
済
対
策
を
実
行

す
る
た
め
の
地
方
単
独
事
業
財
源
と
し
て
臨
時
経
済
対
策

費
が
創
設
さ
れ
た
ほ
か
、
平
年
以
上
の
降
雪
が
あ
り
、
市

道
除
排
雪
経
費
な
ど
の
特
殊
財
政
需
要
分
が
平
年
以
上
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
10
・
２
％
増
の
48
億
３
７
３

５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
財
源
で
は
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費

補
助
金
が
皆
減
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
国
庫
支
出
金

が
47
・
６
％
減
の
24
億
７
９
４
７
万
円
と
な
っ
た
ほ
か
、

道
の
駅
隣
接
地
の
整
備
を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

県
支
出
金
が
４
・
１
％
増
の
11
億
９
１
６
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳　
出

　
総
務
費
は
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
の
皆
減
が
大

き
く
影
響
し
、
60
・
６
％
減
の
16
億
５
６
８
５
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
衛
生
費
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
７
・
１
％
増
の
10
億
２

８
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
減
債
基
金
積
立
金
が
臨
時
財
政
対
策
債
償

還
基
金
費
の
創
設
な
ど
に
よ
り
、
85
・
４
％
増
の
22
億
６

７
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
決
算
剰
余

金
の
１
／
２
と
運
用
に
よ
り
発
生
し
た
利
子
を
積
み
立
て

た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
末
か
ら
１
億
４
６
９
８
万
円
増
加

し
、
総
額
17
億
６
６
５
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
前
年
度
末
か
ら
３
５
７
０

万
円
減
少
し
、
総
額
１
２
５
億
１
１
７
６
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
た
普

通
債（
建
設
事
業
債
）の
残
高
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
か
ら

１
９
５
５
万
円
増
加
し
77
億
７
０
３
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

合計125億1,176万円

市 税 の 収 入 状 況

一 般 会 計
目 的 別 市 債 残 高

指 標 で み る 財 政 事 情

市 有 財 産 の 状 況

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差し引き
462万円

9万円
０万円

８３５万円
６６万円

2,730万円
0万円
0万円

育 英 資 金
下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
市 有 林 造 成 事 業

7,449万円
8億6,723万円
1億7,676万円

24億5,660万円
3億5,058万円

28億2,292万円
1,006万円
5,021万円

6,987万円
8億6,714万円
1億7,676万円

24億4,825万円
3億4,992万円

27億9,562万円
1,006万円
5,021万円

2６億8,134万円

市民税
1１億6,670万円

（43.5％）

固定資産税
11億3,703万円

（42.4％）

軽自動車税
8,371万円（３．１％）
市たばこ税
1億4,494万円（5.４％）

入湯税
2,077万円（0.8％）
都市計画税
1億2,819万円（4.8％）

市 債 残 高 の 状 況
一 般 会 計
下 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業

合　　　　計

特
別
会
計

12５億1,176万円
50億4,166万円
１１億9,584万円

4,090万円
187億9,016万円

（令和４年3月31日現在）
建　　物
土　　地
立　　木
基　　金
　現金・預金等
　うち財政調整基金
　うちその他の基金
　土　地
有価証券
出 資 金
債　　権　　

14万7,０４７㎡
2,2７９万4,460㎡

30万8,426㎥

４２億1,645万円
１７億6,658万円
２４億4,987万円

2,951㎡
3億1,400万円
3億8,1６９万円
1億9,２９６万円

民生  9,274万円
衛生　２億3,286万円

農林水産
5億4,403万円

土木

土木

土
木 （公園）

5,920万円
教育

その他
4億7,001万円

消防 ４億3,259万円15億9,218万円

臨時
財政対策債
47億
4,139万円

商工 4億3,336万円

（都市計画）
２４億3,408万円

（道路橋りょう・住宅）
14億7,932万円

特別会計特別会計

勝　 山 　市

R3
年
度

R２
年
度

勝山市（速報値）
県内9市平均（速報値）

9２.５％

経常収支比率
８５.０％
88.1％

財政力指数
＊ ＊

0.44
県内9市平均 9２.６％ 0.64

0.42
0.62

全  国  平  均 92.３％ 0.64

財 政 健 全 化 判 断 比 率
＊ ＊ ＊ ＊

勝山市（速報値）
早期健全化基準

実質赤字比率
－－－

１３.９３

連結実質赤字比率
－－－

18.９３

実質公債費比率
8.４

25.0

将来負担比率
５８.０

350.0
県内9市平均（速報値） －－－ －－－ 8.2 61.9

＊
用
語
解
説

【
経
常
収
支
比
率
】
財
政
構
造

の
弾
力
性
（
余
裕
）
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
。
毎
年
経
常
的
に

収
入
さ
れ
る
財
源
の
う
ち
、

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費

な
ど
、
必
ず
支
払
う
経
費
の

割
合
。

　

１
か
月
の
家
計
に
例
え
る

と
、
食
費
や
家
賃
、
光
熱
費
、

水
道
代
、
ロ
ー
ン
返
済
な
ど

毎
月
決
ま
っ
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
の
合
計

が
、
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。

【
財
政
力
指
数
】
地
方
公
共
団

体
の
財
政
力
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
。

　
一
般
の
家
庭
に
例
え
る
と
、

子
ど
も
が
別
居
し
て
い
る
場

合
、
標
準
的
な
生
活
費（
家
賃

や
食
費
な
ど
）に
対
す
る
標
準

的
な
収
入
（
給
料
な
ど
）
の
割

合
で
す
。
な
お
、
標
準
的
な

生
活
費
と
標
準
的
な
収
入
の

差
額
で
不
足
が
生
じ
る
と
親

か
ら
の
仕
送
り
（
普
通
交
付

税
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
実
質
赤
字
比
率
】
一
般
会
計

な
ど
の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模（
地
方
公
共
団
体
が
自

由
に
使
え
る
財
源
の
標
準
的

な
収
入
）に
占
め
る
割
合
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
例

え
る
と
、
一
年
間
の
収
入
と

支
出
の
差
引
に
お
い
て
赤
字

が
生
じ
た
場
合
、
赤
字
額
が

そ
の
年
の
家
庭
の
給
料
総
額

に
対
し
て
ど
の
程
度
占
め
る

か
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】
全
会

計（
一
般
会
計
な
ど
だ
け
で
な

く
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
を

含
む
）の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】
一
般
会

計
な
ど
が
負
担
す
る
市
債
な

ど
の
償
還
金
が
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
ほ
か
子
ど
も
の

ロ
ー
ン
を
親
が
肩
代
わ
り
し

て
返
済
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
返
済
金
の
合
計
が
、
親
の

給
料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程

度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

【
将
来
負
担
比
率
】
一
般
会
計

な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
債

務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め

る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
残
高
、
子
ど
も

の
ロ
ー
ン
の
残
高（
親
が
肩
代

わ
り
し
て
返
済
す
る
額
）、
家

族
の
将
来
の
冠
婚
葬
祭
な
ど

に
係
る
経
費
の
総
額
か
ら
、

そ
れ
に
充
て
る
こ
と
の
で
き

る
財
源
（
貯
金
な
ど
）
を
差
し

引
い
た
額
が
、
そ
の
年
の
給

料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程
度

占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
す
。
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